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OECD ティーチング・コンパス（教師の羅針盤）
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• 「多様な社会」を謳いつつも，じつはこれまで以上に一様な社
会になっているとつくづく思う。

• じぶん（たち）と同じタイプか、そうでないかと、それと気づ
くことなく腑分けしている。じぶん（たち）とは違う、別の生
き方を選び（あるいは、強いられ）、別の価値観をもち、世の
中を別なふうに感受している人たちと交わることで、じぶんに
はこれまで未知のものだった生き方や価値観、感覚様式に身を
開いてゆくことが、多様な社会を生きることの意味であるはず
なのに、実際には大勢（たいせい）は、それらと交わることな
く、逆にたがいに干渉しあわない、そういう棲み分けに向かっ
ているようにみえる。

鷲田清一，天眼 多様性の落とし穴，京都新聞，2023年5月28日付朝刊
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･･･以前から東京に「格差」があることは実感とし
て知られていた。（中略）身もふたもなく露出さ
れ，ビジネスや消費の対象となることは，現在ほ
ど一般的ではなかったと考えられる。
こうした事態の背景には，「格差」についての

過去の常識が通用しなくなっているという点，と
くに三層化の問題が関係していると考えられ
る。･･･これに対してランキングを実際に気にする
のは，居住条件に相応の配慮をする余裕はあるも
の，しかし現実には最上層のようにはいかない中
間層の人びとであると想像される。･･･拡大してし
まった差異に対応できないがゆえに，小さな差異
に対してはむしろ敏感にならざるをえない。この
ため，あまり根拠がないとわかっていても，ラン
キングやSNS上の評判に右往左往せざるをえない
状況が生まれている。メディアの側もそこに正気
を見つけ出し，格差を煽る結果を招いている。

©K.Nishimura



©K.Nishimura



あれもこれも自力ででき，立つことのできる個人の育成を目指す
「人材開発」ではなく，凸凹ある者同士をいかに組み合わせるか
を考え，試行錯誤しつづける「組織開発」という角度からだ。

勅使川原真衣（2025）．格差の“格”ってなんですか？ 無自覚な能力主義と特権性．朝日新聞出版
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学 校 文 化 の ア ッ プ デ ー ト

視線合わせ

教育集団づくり・コミュニティづくり

意識合わせ 呼吸合わせ

何をめざすか どうめざすか

子どもの学びの
実相への着眼
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日本OECD共同研究 国際共創プロジェクト 壁のないあそび場-bA-

■学校内のつながりの中で
「教員」と「生徒」の壁
「遊び」と「学び」の壁
「探究学習」と「教科学習」の壁
「教室」と「学級」の壁
など

■学校の制度を超えた中で
「校種」の壁
「幼少小中高大の連続性」の壁
「学校と企業」の壁
「教育と福祉」の壁
など

■制度を超えた
「暮らし・空間のつながり」の中で
「学校」と「地域」
「都市部」と「地方」
「国内」と「国際」
「日常」と「非日常」
など

©K.Nishimura



©K.Nishimura


	スライド 1: 視線合わせから､意識合わせ､呼吸合わせへ ―OECD Teaching Compassで考える教育者コミュニティのこれから—
	スライド 2: OECD ティーチング・コンパス（教師の羅針盤）
	スライド 3
	スライド 4: 教室のリアリティー
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: ･･･以前から東京に「格差」があることは実感として知られていた。（中略）身もふたもなく露出され，ビジネスや消費の対象となることは，現在ほど一般的ではなかったと考えられる。 こうした事態の背景には，「格差」についての
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11: 教育集団づくり・コミュニティづくり
	スライド 12
	スライド 13

